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建設技術展示館 紹介資料
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建設技術展示館の概要と第16期の活動内容

１．建設技術展示館の概要（H11～）

国民の暮らしを支える建設技術を幅広く情報発信するとともに、次世代を担う若い方にも建設技術への関心や
理解を深めていただくことを目的に、平成11年度より関東技術事務所構内に開設した常設展示場である。

開設以降、国土交通行政を取り巻く環境の変化や建設技術の進歩等、時代の変化に応じて展示内容の検討や
見直しを重ねて、現在は「第１６期 建設技術展示館」の展示を実施している（R5.5.31～Ｒ７．１１．３０）

新しい建設技術や関東地方整備局等の取組をパネルや映像、模型等で分かりやすく展示し、技術者はもとより、
学生から一般の方まで幅広い層の方々に、「見て」「触れて」「体験して学べる（知る）」体験型施設として、これまでに
約２9万人の方々に来館頂いている（令和7年２月末現在）

２／２８現在建設技術展示館来場者の推移（直近１０年間）
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第16期 展示テーマと内容 建設技術展示館フロアマップ

１）技術展示
第５期国土交通省技術基本計画（2022-2026)を参考に３つのテーマで技術公募し、学識者による審査を経て

選定した技術のほか、関係機関・地方公共団体・大学等の取組や研究も展示している（展示者総数８２者）

建設技術展示館内状況

展示ブースの見学状況

２．第１６期の概要と取組

建設技術展示館の概要と第16期の活動内容

ブース担当者による技術説明状況① ブース担当者による技術説明状況②
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２）ＤＸ体験を通した広報活動（ＤＸパーク）
誰でも楽しくＤＸ技術が学べる体験型コンテンツを用意し、幅広い層の方々に体験頂いている。

ＤＸパーク（建設技術展示館内） レーザースキャナによる測量体験 ３次元測量結果（点群データ）の説明

河川管理施設のＶＲ体験

建設技術展示館の概要と第16期の活動内容

３次元データ操作体験トータルステーションによる測量体験
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学生（中学生_修学旅行） 学生（高校生_課外授業） 学生（大学生_課外授業）学生（小学生）

海外（JICA視察） 海外（中国の大学生） 海外（中国企業経営者） 海外（日本企業の外国籍スタッフ）

民間（建設業_社員研修） 官公庁（職員研修） 一般（民生委員） 一般（御家族）

・来館者の方々（代表事例）

建設技術展示館の概要と第16期の活動内容
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３）出展技術発表会（年６回）
建設技術の活用・普及促進を目的として、建設技術展示館に出展している技術を行政・民間の技術者に向けて

出展者が紹介するほか、講演として、関東地方整備局や関係機関の取組、大学連携の研究報告等を実施している。
本発表会は、CPD/CPDS継続教育プログラムに認定されている（年間参加者数：約２，００0名）

建設技術展示館 DXパーク さいたま新都心合同庁舎１号館講堂

建設技術展示館の概要と第16期の活動内容

開催チラシ 講演（第５回開催） 講演（第1１回開催）
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お出かけ情報サイト「いこーよ」

Ｘへの投稿

建設技術展示館の概要と第16期の活動内容

千葉県お出かけ情報サイト「ぐるっと千葉」

Googleマップのクチコミより

広報「まつど」

４）広報活動
ＷｅｂやＳＮＳ等への投稿をはじめ、地元広報誌や業界紙等への寄稿による建設技術展示館の紹介を行っている。
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機関誌「ぽんぷ」※１ 建設マネジメント技術※２

※１ （一社）河川ポンプ施設技術協会発刊 ※２ （一財）経済調査会発刊 ※メイツ出版

建設技術展示館の概要と第16期の活動内容

首都圏から行く 個性派ミュージアム案内※３

・業界紙への投稿事例
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災害対策車両の紹介（右は紹介動画）

建設技術展示館HP（トップ画面）

バーチャル展示館の状況

・建設技術展示館HP
建設技術展示館HPではトップ画面に展示館紹介動画や出展技術発表会を掲載しているほか、バーチャル空間で

展示館内や車両格納庫内を見学できる「バーチャル展示館」を開設し、出展技術や災害対策車両を分かりやすく紹
介している。

Ｘへの投稿

展示技術の紹介事例（技術情報や紹介動画）

建設技術展示館の概要と第16期の活動内容
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建設技術展2024関東（CーＸｒｏｓｓ2024）に出展し、イン
フラ分野のＤＸの取組についての紹介のほか、モバイル
端末を使用した「Ｌｉｄａｒ体験」や災害を自分事化として
考えるきっかけにもなる「地震ＶＲ体験」、あわせて、建設
技術展示館リーフレットなどを配布しながら、建設技術
展示館のＰRを実施。

【イベント概要】
日程：令和６年11月１３日（水）・14日（木）
場所：サンシャインシティ展示ホールＤ
参加者数：１５，１００人（２日間）
実施内容：Ｌｉｄａｒ体験、ＶＲ体験、3次元データ操作体験、
レーザースキャナ展示、説明タペストリー展示、展示館
リーフレット、ペーパークラフト・ＫＥＮＫＩカード配布等

展示館紹介動画

ＶＲ体験

展示ブース全景

来場者状況 ＶＲ体験 Ｌｉｄａｒ体験

３次元データ操作体験 i-Construction2.0の説明 建設技術展示館の紹介

建設技術展示館の概要と第16期の活動内容

・外部イベントへの出展事例①
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 第72回利根川水系連合・総合水防演習に出展し、対策本部車を２台連結
させた内部スペースにおいて、VR体験や３次元データ操作体験を実施。
 車外のテントスペースでは、Lidar体験やレーザースキャナ展示等により、
建設業で使われているDX技術の紹介、建設技術展示館のPRを実施。

【イベント概要】
全体来場者：約７，０００名
日     程   ：令和６年５月１８日（土）
場     所   ：千葉県香取市佐原地先
実施内容  ：対策本部車（２台連結）の展示、VR体験、3次元データ操作体験、
        Lidar体験、ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅｰ展示、KENKIカード配布など

建設技術展示館の概要と第16期の活動内容

展示ブース全景

来場者状況 来場者状況

ＶＲ体験 Ｌｉｄａｒ体験

３次元データ操作体験

建設技術展示館の紹介

・外部イベントへの出展事例②



12

５）夏休み子供体験教室
建設技術や土木、防災等に興味や関心を持ってもらうことを目的に、出展者の協力の下、夏休み時期に小学生を

対象にした体験イベントを開催している。
令和６年度は、セメント工作体験やアーチ橋づくり、建設機械の操作体験など多くの体験コーナーを用意し、１日の

開催で８００名を超える方に参加頂いている（令和６年7月26日開催）。

イベントチラシ セメント工作体験 ミニバックホウ操作体験

アーチ橋づくり体験 キックボード&ミニセグウェイ体験 遠隔操縦式バックホウ操作体験

建設技術展示館の概要と第16期の活動内容


